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　ＤＢＪは、1995年よりベンチャー企業向けの融資として、市場性のある特

許権や著作権などの知的財産権を担保とする「知的財産権担保融資」を

行ってきましたが、2002年の商法改正で新たに定義された「新株予約権（一

定の価格で株式を購入する権利）」を用いた金融手法について検討を重ね、

同年５月、「新株予約権付融資」を日本で初めて実行しました。 

　ＤＢＪの新株予約権付融資とは、事業性は認められるものの、物的担保（土

地、建物などの不動産）や信用力が不足しているため、金融機関からの借入

が困難なベンチャー企業に対し、当該企業の新株予約権を取得することに

より融資を行うものです。 

　ＤＢＪは、新株予約権付融資により、独自性の高い技術を持った成長途上

の企業が、新製品の開発、新たなサービスの提供ができるよう支援を行って

いきたいと考えています。 

 

新株予約権付融資でベンチャー企業を支援 
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「関西」
京都・大阪を中心とする関西圏は、情報発信拠点という観点から見る

と、日本社会と日本人の意識に大きな影響力を持つエリアだ。本号では、

21世紀の情報発信拠点としての「関西」をテーマに、新しい都市の動向

や伝統の意味を探る。

《Community/地域新発見》では、近年、人気が高まっている京野菜

の歴史と現在にスポットを当てる。伝統の味と品質を守り継ごうとする

人々の努力の中に、表面的なブームの考察からは見えてこない、１つの

普遍的なメッセージを発見することができる。

DBJ Specialの《Project》では、関西の都市の21世紀を予感させる

３つの動向をレポートする。大阪からは職・遊・創の拠点「なんばパークス」

とエンターテインメントの拠点「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」、京都か

らは関西学術研究都市に設置された知の一大拠点「国立国会図書館

関西館」だ。

都市は、新たな情報を発信し続けることで発展を遂げるが、本号で紹

介する動きは、関西圏の21世紀の発展を予感させるものと言える。
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―
―
「
京
野
菜
」
と
い
う
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
―

地
域
新
発
見

近年、食や健康に対する関心の高まりとと

もに、食品のブランドや産地へのこだわりが

強まりつつある。こうした中で、千年を超える

歴史を持つ「京野菜」が見直されている。

その人気の理由を調べていくと、そこには単

なるグルメ志向とは異なる「食」や「自然・

生命」の本質への関心が見えてくる。古都

が育てた「京野菜」の歴史と現在を見る。

―
―
「
京
野
菜
」
と
い
う
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
―
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近年、食や健康に対する関心の高まりとと

もに、食品のブランドや産地へのこだわりが

強まりつつある。こうした中で、千年を超える

歴史を持つ「京野菜」が見直されている。

その人気の理由を調べていくと、そこには単

なるグルメ志向とは異なる「食」や「自然・

生命」の本質への関心が見えてくる。古都

が育てた「京野菜」の歴史と現在を見る。
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多
く
の
要
因
が

伝
統
野
菜
を
育
ん
だ

九
条
ね
ぎ
、賀
茂
な
す
、聖
護

院
だ
い
こ
ん
…
…
。
京
野
菜
は
京

都
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
の
総
称
だ

が
、そ
の
中
で
京
都
府
が
定
め
た

定
義
（
注
）に
該
当
す
る
も
の
を

「
京
の
伝
統
野
菜
」「
ブ
ラ
ン
ド
京

野
菜
」
と
呼
ぶ
。

古
い
も
の
で
は
１
３
０
０
年
前

か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

る
九
条
ね
ぎ
な
ど
、長
い
歴
史
と

独
特
の
味
を
持
つ「
京
の
伝
統
野

菜
」
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
育
ま
れ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由

を
調
べ
て
い
く
と
、政
治
・
地
理
・

自
然
・
文
化
面
等
で
の
多
く
の
要

因
が
重
な
り
合
い
、こ
の
地
域
特

有
の
野
菜
と
し
て
進
化
し
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、古
く
か
ら
都
と
し

て
日
本
の
政
治
の
中
心
地
で
あ

り
、地
理
的
に
も
日
本
の
中
央
部

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら

様
々
な
野
菜
が
持
込
ま
れ
た
こ

と
、ま
た
、内
陸
部
に
位
置
す
る
た

め
、人
々
の
食
生
活
は
野
菜
中
心

で
、地
域
の
至
る
所
で
栽
培
が
盛

ん
に
行
れ
た
こ
と
だ
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
実
践

と
し
て
の
一
面
も

自
然
の
恩
恵
も
大
き
か
っ
た
。お

い
し
い
野
菜
作
り
に
は
、良
質
な
土

と
水
が
必
要
だ
。
東
西
と
北
を
山

に
囲
ま
れ
た
地
形
の
た
め
、土
は
腐

植
質
で
水
も
豊
か
。
ま

た
、厳
し
い
冬
の
寒
さ
と

盆
地
特
有
の
夏
の
暑
さ

が
味
を
良
く
す
る
な

ど
、
野
菜
の
栽
培
に
適

し
た
環
境
に
あ
っ
た
。

一
般
種
と
比
較
し
て
栄
養
価
が

高
い
京
野
菜
の
優
れ
た
品
質
を
守

る
た
め
の
、代
々
に
わ
た
る
農
家
の

努
力
も
見
落
と
せ
な
い
。
各
農
家

で
は
、味
・
形
の
良
い
実
の
種
を
自

ら
採
取
し
、幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て

守
り
継
ぎ
な
が
ら
、原
種
の
保
存

に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、栽
培
方
法

も
、堆
肥
と
有
機
質
肥
料
を
使
っ

た
土
と
輪
作
を
基
本
と
す
る
伝
統

的
な
方
法
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、食
生
活
の
見
直
し
を
通

し
て
、人
間
関
係
や
人
間
と
自
然

と
の
関
係
を
問
い
直
す
「
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
」
の
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。そ
の
具
体
的
な
運
動
の
１
つ

は
、伝
統
的
な
食
品
や
質
の
良
い

食
品
を
作
る
小
生
産
者
を
保
護

す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、京
野
菜

の
歴
史
に
は
、す
で
に
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
の
実
践
と
も
言
え
る
一
面
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

生
産
・
流
通
・
消
費
の

不
断
の
努
力
が
続
く

伝
統
の
京
野
菜
を
守
り
継
ぐ
た

め
に
、現
在
も
生
産
・
流
通
・
消
費

関
係
者
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
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る
。そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
を
訪
ね
た
。

ま
ず
は
生
産
現
場
。
京
都
府
の

中
央
部
に
位
置
す
る
船
井
郡
日

吉
町
で
は
、高
ま
る
京
野
菜
へ
の
需

要
に
応
え
る
た
め
、地
域
を
上
げ

て
「
壬
生
菜
」の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
京
都
の
壬
生
菜

の
約
95
％
は
日
吉
町
で
生
産
さ

れ
、20
％
が
東
京
へ
、残
る
80
％
は

京
都
府
内
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

「
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
っ
て
、年
間
を

通
じ
て
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、冬
場
は

収
穫
ま
で
日
数
が
か
か
る
た
め
供

給
量
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
」（
京

都
府
園
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
技
師
・
竹
内
氏
）だ
と
言
う
。

次
に
、流
通
・
消
費
の
現
場
へ
。

中
京
区
錦
小
路
に
あ
る『
か
ね
松

老
舗
』。
創
業
は
明
治
15
年
。
京

都
に
中
央
卸
売
市
場
が
開
設（
昭

和
５
年
）さ
れ
る
は
る
か
前
か
ら

京
野
菜
の
流
通
を
手
掛
け
る
、文

字
通
り
の
老
舗
だ
。

２
階
は
食
事
処
『
や
お
屋
の
二

か
い
』だ
。
店
に
並
ぶ
新
鮮
な
京
野

菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ラ
ン
チ
が

楽
し
め
る
。「
ま
ず
は
京
の
普
通
の

食
事
を
食
べ
て
も
ら
い
、食
の
大
切

さ
、本
当
の
野
菜
の
味
を
知
っ
て
欲

し
い
」
と
語
る
の
は
広
報
担
当
の

福
岡
豊
さ
ん
。

前
日
か
ら
約
８
時
間
を
か
け
て

生
ま
れ
る
本
物
の
味
、毎
日
替
わ

る
メ
ニ
ュ
ー
、１
つ
の
膳
の
中
に
材
料

の
重
複
が
な
い
、き
め
細
か
い
接
客

態
度
な
ど
、徹
底
し
た
顧
客
満
足

追
求
の
姿
勢
が
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
、

人
気
は
急
上
昇
。
01
年
４
月
の
開

店
以
来
、約
１
８
０
回
の
取
材
を

受
け
る
ほ
ど
の
店
と
な
っ
た
。

だ
が
、ど
れ
だ
け
人
気
が
出
て

も
、開
店
当
初
の
姿
勢
は
崩
さ
な

い
。「
味
が
落
ち
、お
客
を
満
足
さ

せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
閉
め
る
。

そ
れ
が
オ
ー
ナ
ー
の
姿
勢
で
す
。

野
菜
や
料
理
を
通
し
て
、お
客
さ

ま
に
感
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

社
員
全
員
の
願
い
で
す
か
ら
」。

熱
く
語
る
福
岡
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
い
る
と
、生
産
農
家
に
対
す

る
敬
意
、京
野
菜
の
流
通
に
携
わ

る
こ
と
へ
の
自
信
と
誇
り
、そ
し
て
、

消
費
者
に
対
す
る
愛
情
に
も
似

た
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

人
の
根
源
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
媒
体

次
は
、左
京
区
の
銀
閣
寺
の
傍

に
あ
る『
草
喰（
そ
う
じ
き
）な
か

ひ
が
し
』。
京
野
菜
を
中
心
に
、山

と
里
の
素
材
を
使
っ
て
独
自
の
料

理
を
創
り
出
し
て
い
る
店
だ
。「
今

ま
で
の
肉
か
魚
か
の
選
択
肢
に
野

菜
と
い
う
新
世
界
を
加
え
た
」
と

評
さ
れ
る
ほ
ど
の
味
に
魅
せ
ら
れ

て
、客
は
後
を
絶
た
な
い
。

身
土
不
二
。
オ
ー
ナ
ー
の
中
東

久
雄
さ
ん
の
好
き
な
言
葉
だ
。
身

体（
身
）と
環
境（
土
）と
は
不
可
分

（
不
二
）。
身
体
と
大
地
は
一
元
一

体
で
あ
り
、人
間
も
環
境
の
産
物

で
、暮
ら
す
土
地
に
お
い
て
季
節
の

物
を
常
食
す
る
事
で
身
体
は
環
境

に
調
和
す
る
と
い
う
考
え
方
だ
。

「
そ
の
土
地
の
自
然
環
境
が
、

野
菜
の
個
性
（
栄
養
と
味
）を
育

て
る
。
人
間
の
身
体
も
ま
た
同
じ
。

だ
か
ら
、野
菜
は
人
間
の
命
の
源

な
ん
で
す
」

中
東
さ
ん
に
と
っ
て
、自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
京
都
で
地
元
の
野
菜
を

使
っ
て
料
理
を
す
る
こ
と
は
、「
身
土

不
二
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、自
然
の

摂
理
に
か
な
っ
た
生
き
方
な
の
だ
。

こ
う
し
て
見
る
と
、京
野
菜
と

は
、現
代
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
根

源
的
な
も
の
、た
と
え
ば
、自
然
と

の
一
体
感
、人
間
同
士
の
信
頼
関

係
、心
か
ら
の
感
動
と
い
っ
た
も
の

を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
媒
体
と

も
言
え
る
。
人
々
が
今
、京
野
菜

に
惹
か
れ
る
の
は
、そ
こ
に
自
然
か

ら
の
根
源
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
る
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

京
野
菜
は

地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

同
時
に
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
の
京
野
菜
は
、地
域
経
済
の

在
り
方
に
１
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
。
戦
後
、日
本
で
は
大
量

生
産
・
長
距
離
輸
送
に
適
し
た
輸

入
野
菜
が
も
て
は
や
さ
れ
、各
地

の
地
場
野
菜
が
衰
退
し
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、現
在
で
は
、全
国
ど
こ

へ
行
っ
て
も
同
じ
野
菜
が
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

一
方
、京
野
菜
の
生
産
者
は
、む

や
み
に
効
率
化
に
走
る
こ
と
な
く
、

昔
な
が
ら
の
品
質
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
の
努
力
を
続
け
て
き
た
。
70

年
代
後
半
に
は
人
気
が
凋
落
し
て

絶
滅
の
危
機
に
直
面
し
な
が
ら

も
、栽
培
法
の
工
夫
に
よ
る
小
型

品
種
を
開
発
し
、核
家
族
化
時
代

に
対
応
し
て
乗
り
き
っ
た
ほ
ど
だ
。

そ
の
後
、行
政
を
始
め
と
す
る
関

係
者
の
努
力
、全
国
的
な
京
料
理

ブ
ー
ム
な
ど
を
受
け
て
、京
野
菜
は

日吉町の壬生菜はハウスで周年栽培さ
れ、年々生産する農家が増えている。年5～
6回収穫される壬生菜は、夏は20日前後、冬
は2～３ヶ月と、収穫までの時間にはかなり
の差がある。

（注）1987年に定められた「京の伝
統野菜」の定義は、①明治以前に
導入された歴史を有する②京都市
域のみならず府内全域を対象とす
る③たけのこを含む④キノコ類、シダ
類（ぜんまい、わらび他）を除く⑤栽
培または保存されているものおよび
絶滅した品目を含む、の５つで、その
対象は41種類（03年４月現在）。ま
た、89年から認証された「ブランド京
野菜」は、①京都のイメージが強い
もの②一定の出荷量と品質を満た
しているもの、で21種類（同）がある。
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契約農家や市場から「本当にいいもの」だけを仕入れているかね松老舗。
場所柄、外人を含む観光客が多く、食べ方などの質問にも丁寧に応じ、京
野菜の普及に努めている。
かね松老舗：京都市中京区錦小路柳馬場西入　TEL 075-221-0088

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
代
表
す
る
存

在
と
な
る
と
と
も
に
、「
地
産
地
消

（
地
域
で
生
産
し
た
農
産
物
を
地

域
で
消
費
す
る
）」の
モ
デ
ル
と
し
て

も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

食
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
、
農
水

産
業
だ
け
で
な
く
、外
食
産
業
や

観
光
産
業
な
ど
に
も
経
済
波
及

効
果
を
持
つ
。
京
野
菜
に
見
る
地

域
ブ
ラ
ン
ド
力
は
、現
在
、日
本
各

地
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
活

性
化
の
具
体
策
と
し
て
有
効
性
を

持
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「なかひがし」の主人・中東さんは、毎朝、契約してい
る畑や野山へ自ら足を運び、旬の自然の恵みを提供
している。コースの最後に供される一膳は、特製土鍋
で炊き上げた自信のごはんを中心にしたもの。
草喰なかひがし：京都市左京区銀閣寺畔
TEL 075-752-3500

ランチのみ営業の「やお屋の二かい」。オーナーの
「味をおとすな」の信念のもと、メニューは素朴なおば
んざいを中心に、日替わりで80～100食だけの営業。
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「関西」

関
西
・
21
世
紀
都
市
へ

文 河内正和
Masakazu Kawachi

写真 安海暄二
Kenji Azumi

小西康夫
Yasuo Konishi

P ROJECT
03
年
10
月
７
日
。
大
阪
市
南
部

の
中
心
地
・
難
波
に
、「
未
来
都
市

な
に
わ
新
都
」
を
街
づ
く
り
コ
ン
セ

プ
ト
と
す
る
複
合
緑
化
都
市
が

誕
生
し
た
。「
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
」
だ
。

”生
誕
地
“は
、か
つ
て
大
阪
な
ん
ば

の
顔
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て
き

た
大
阪
球
場
の
跡
地
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
初
日
は
、平
日
な
が

ら
19
万
７
千
人
が
来
場
。さ
ら
に
、

開
業
後
１
週
間
目
に
は
１
３
９
万

人
を
記
録
。
当
初
予
想
の
１
０
５

万
人
を
上
回
る
と
と
も
に
、先
に

オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
・
丸
ビ
ル
の
記

録（
10
日
間
で
１
１
６
万
人
）を
上

回
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。
開
業
３

カ
月
間
の
総
数
は
約
７
９
０
万
人

と
、初
年
度
目
標
の
２
１
０
０
万

人
を
上
回
る
ペ
ー
ス
だ
。

人
気
の
秘
密
は
、予
想
外
の
客

層
の
広
が
り
に
あ
る
。
南
海
電
気

鉄
道（
株
）難
波
・
都
市
営
業
本
部

課
長
の
永
田
修
一
氏
に
よ
れ
ば
、

「
開
業
2
カ
月
後
の
調
査
で
は
、全

体
の
４
分
の
１
強
は
府
外
か
ら
の

お
客
さ
ま
。
府
内
で
も
、大
阪
北

部
や
東
部
な
ど
南
海
電
鉄
沿
線

以
外
か
ら
の
方
も
多
い
。
ま
た
、思

っ
た
よ
り
も
幅
広
い
年
齢
層
の
方

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
言
う
。

建
物
は
、地
上
30
階
建
て
の
オ

フ
ィ
ス
棟
と
、衣
料
・
飲
食
・
雑
貨

な
ど
１
０
５
店
舗
が
入
る
商
業
棟

か
ら
な
る
。
最
大
の
特
徴
は
、商
業

棟
の
屋
上
公
園
「
パ
ー
ク
ス
ガ
ー
デ

ン
」
だ
。
奥
に
進
む
に
つ
れ
て
高
く

な
る
段
丘
状
の
建
物
の
各
階
屋
上

部
分
は
、２
３
５
種
、約
４
万
株
の

樹
木
や
草
花
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

面
積
約
１
万
㎡
は
、民
間
の
屋
上

公
園
と
し
て
は
日
本
最
大
級
。
当

初
か
ら
ハ
コ
型
の
建
物
で
は
な
く
、

街
に
開
か
れ
た
建
物
を
、と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
設
計
コ
ン
ペ
を
行
い
、

世
界
的
建
築
家
で
六
本
木
ヒ
ル
ズ

の
設
計
も
手
掛
け
た
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ

ー
デ
ィ
ー
氏
の
デ
ザ
イ
ン
協
力
に

よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
だ
。

こ
の
大
規
模
な
屋
上
公
園
は
、

利
用
で
き
る
空
間
の
限
ら
れ
た
都

市
の
緑
化
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑

止
、ビ
ル
自
体
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
を
作
り
出

す
と
い
っ
た
効
果
を
持
つ
。

商
業
棟
の
テ
ナ
ン
ト
の
中
で
目

を
引
く
の
は
、７
階
の
フ
ー
ド
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
大
阪
ヌ
ー
ド
ル
シ
テ
ィ

〜
浪
花
麺
だ
ら
け
〜
」
だ
。（
株
）

ナ
ム
コ
と
南
海
電
鉄
と
の
共
同
事

業
と
し
て
、ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
、

焼
そ
ば
な
ど
日
本
各
地
の
個
性
的

な
「
ご
当
地
麺
」
を
提
供
す
る
10

店
舗
を
集
め
た
。
人
気
も
高
く
、

初
年
度
来
場
者
目
標
１
５
０
万
人

に
対
し
て
、開
業
74
日
目
で
１
０

０
万
人
突
破
と
、予
想
を
上
回
る

大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
。

順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
「
な

ん
ば
パ
ー
ク
ス
」の
今
後
の
課
題
は
、

継
続
的
な
集
客
の
実
現
だ
。「
や

は
り
、い
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
第
一
。
本
来
は
商
業
施
設

な
の
で
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
食
事
を

し
て
い
た
だ
く
の
が
希
望
で
す
が
、

お
金
を
使
わ
な
く
て
も
楽
し
い
、

ま
た
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
、円

形
劇
場
で
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
や
都

市
型
貸
し
菜
園
「
ア

ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
な

ど
、市
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
く
」
と
永

田
氏
は
言
う
。

単
な
る
商
業
施

設
以
上
の
、人
が
憩

い
を
求
め
て
集
う
場

と
し
て
の
ソ
フ
ト
面

の
仕
掛
け
を
用
意

す
る
こ
と
が
、将
来

に
わ
た
る
成
功
の
鍵

だ
。「
ま
ち
の
主
役

は
人
。い
ろ
い
ろ
な
人

が
集
ま
っ
て
、様
々
な
コ
ト
が
生
ま

れ
、い
ろ
い
ろ
な
魅
力
と
活
力
が
生

ま
れ
る
。
今
後
も
ソ
フ
ト
の
充
実
を

継
続
的
に
図
っ
て
、い
つ
来
て
も
楽

し
い
街
、発
見
と
驚
き
が
あ
る
街

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う

永
田
氏
の
言
葉
に
、な
ん
ば
パ
ー
ク

ス
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
面
の
仕
掛
け
が

将
来
的
な
成
功
の
鍵

DBJ SPECIAL 

屋上公園の熱環境に関
する現地調査で、真夏正
午の表面温度は、緑化部
分が34℃に対してコンク
リート屋根は45℃。屋上
公園部分は、都市のクー
ルアイランドとなっている
ことが分かった。

「大阪ヌードルシティ～浪花麺だらけ～」では、来場者に
よる投票制度を導入し、上位人気店舗を公表したり、10
店舗中3店舗は、期間限定店やイベント店として店舗の
入替えを図るなど、リピーター確保の工夫も施されている。

ＤＢＪは、都市環境の改善や都市機能の高度化を

図るべく、市街地再開発事業をはじめとする都市開

発事業に対し、金融面からバックアップしている。「な

んばパークス」では、大規模な屋上緑化による環境

的効果を評価し、プロジェクトを支援。都市域におけ

る環境負荷の低減に加えて、人々が身近に自然に

接することができる場所を提供することにより、都市の

アメニティ改善にも寄与している。

Reference
大規模な親緑空間の
創出を支援

な
ん
ば
パ
ー
ク
ス

―
職
・
遊
・
創
の
拠
点
へ

なんば 
パークス  

http://www.nambaparks.com/

地下鉄 
千日前線なんば駅 

h島屋 

近鉄なんば駅 地
下
鉄 

御
堂
筋
線 

な
ん
ば
駅 

地
下
鉄
四
つ
橋
線 

な
ん
ば
駅 

南
海
な
ん
ば
駅 

千日前通 
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段
丘
状
の
建
物
の

屋
上
は
緑
化
公
園

次
世
代
の
な
ん
ば
を
開
く

複
合
緑
化
都
市

21世紀に入って関西地区では、新しい世紀の都市を象徴するスポッ
トが次々と出現した。2001年3月、大阪市此花区にユニバーサル・ス
タジオ・ジャパン（ＵＳＪ）、02年10月、関西文化学術研究都市の中心
地・京都府精華町に国立国会図書館関西館、そして、03年10月、大
阪・ミナミの旧大阪球場跡地に大型複合施設「なんばパークス」、と
いった具合だ。21世紀関西の新しい都市拠点の表情を追った。

21世紀に入って関西地区では、新しい世紀の都市を象徴するスポッ
トが次々と出現した。2001年3月、大阪市此花区にユニバーサル・ス
タジオ・ジャパン（ＵＳＪ）、02年10月、関西文化学術研究都市の中心
地・京都府精華町に国立国会図書館関西館、そして、03年10月、大
阪・ミナミの旧大阪球場跡地に大型複合施設「なんばパークス」、と
いった具合だ。21世紀関西の新しい都市拠点の表情を追った。

ACCESS
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―
―
昨
年
来
、新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。お
客
さ
ま
の
評
価
と
集
客
効

果
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

来
客
調
査
の
結
果
で
は
、「
セ
サ

ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」「
シ
ュ
レ
ッ
ク
」
と

も
最
高
に
近
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」
は
、

オ
ー
プ
ン
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
で

す
が
、「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」
や

「
シ
ュ
レ
ッ
ク
」の
オ
ー
プ
ン
後
同
時

期
調
査
の
数
値
を
上
回
る
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
一
連
の
新
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
、Ｕ
Ｓ
Ｊ
訪
問
に
与
え
る

影
響
度
、来
場
前
の
認
識
度
調
査

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
結

果
、集
客
に
確
実
な
効
果
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
い
ま
す
。

―
―

Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
「
ス
パ
イ
ダ
ー

マ
ン
」
は
、米
国
の
も
の
と
同

じ
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、日
本

向
け
に
改
良
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

テ
ー
マ
性
に
お
い
て
は
全
く
同

じ
と
い
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、米

国
の
も
の
を
第
１
世
代
と
す
れ

ば
、大
阪
の
も
の
は
第
２
世
代
。ビ

ー
ク
ル
に
改
良
を
加
え
た
り
、リ
ア

リ
テ
ィ
体
験
の
精
度
を
上
げ
た
り

し
て
い
ま
す
。
技
術
面
で
は
、サ
ウ

ン
ド
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も

米
国
よ
り
良
い
も
の
を
使
い
、映
像

の
精
度
も
米
国
よ
り
高
く
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」

は
、最
新
技
術
を
駆
使
し
た
最
高

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。こ
れ
は
実
際

に
乗
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、す
ぐ
に

分
か
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
中
に
、関
西
ら
し
さ

を
活
か
し
て
い
る
面
は
あ
り
ま
す
か
。

意
識
的
に
行
っ
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、パ
ー
ク
内
で
色
々
な

芸
を
見
せ
る
外
国
人
の
エ
ン
タ
テ

イ
ナ
ー
が
、少
し
ず
つ
日
本
語
を

覚
え
、２
年
目
く
ら
い
か
ら
関
西

弁
を
使
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

―
―
さ
ら
に
楽
し
い
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
今
後
も
、他
で
は
見
ら

れ
な
い
ベ
ス
ト
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

（株）ユー・エス・ジェイ
代表取締役副社長

ダニエル・ジェンセン氏
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大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
の
地
域
経
済

に
大
き
な
波
及
効
果
を
及
ぼ
す

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、01
年
３
月
、

大
阪
市
此
花
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）。オ
ー
プ
ン
か
ら
丸
３
年

を
控
え
た
今
年
１
月
23
日
、待
望

の
大
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
お
目
見

え
し
た
。コ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
の
ス
パ

イ
ダ
ー
マ
ン
を
題
材
に
し
た
「
ア
メ

ー
ジ
ン
グ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
オ
ブ
・

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
ド
」
だ
。

そ
の
建
設
に
は
約
２
年
の
時
間

と
約
１
４
０
億
円
を
要
し
た
。
１

万
２
千
㎡
の
敷
地
は
、単
一
の
室

内
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
。

「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」
は
、最
先
端

の
3
―
Ｄ
映
像
を
は
じ
め
、「
ラ
イ

ブ
」
感
あ
ふ
れ
る
演
出
、特
殊
効

果
、最
新
技
術
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
体
験
が
融
合
し
た
画
期
的

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
。

従
来
型
の
３
―
Ｄ
映
像
は
、固

定
さ
れ
た
特
殊
な
位
置
か
ら
観

賞
す
る
が
、こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト
は
、

３
６
０
度
回
転
し
、音
響
・
映
像
と

完
全
に
シ
ン
ク
ロ
し
た
最
新
式
の

ビ
ー
ク
ル（
特
殊
設
計
の
車
両
）に

乗
り
込
み
、躍
動
感
あ
ふ
れ
る
映

像
や
仕
掛
け
、特
殊
効
果
が
満
載

の
３
次
元
の
世
界
を
実
際
に
高
速

走
行
し
な
が
ら
体
験
す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
の
一
周
３
６
８
ｍ
、所

要
時
間
約
５
分
間
の
未
知
の
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
が

悪
の
一
味
に
立
ち
向
か
い
、そ
の
勇

壮
な
戦
い
に
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
ゲ
ス
ト
が

協
力
し
て
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
中

を
疾
走
す
る
と
い
う
設
定
で
展
開

さ
れ
る
。

戦
い
は
文
字
通
り
ゲ
ス
ト
の
周

囲
３
６
０
度
か
ら
迫
っ
て
来
て
、ス

ク
リ
ー
ン
か
ら
映
像
が
飛
び
出
し

て
く
る
。
悪
の
一
味
が
投
じ
る
爆

弾
や
、
破
裂
し
暴
れ
回
る
水
道

管
が
、
次
々
と
ビ
ー
ク
ル
に
激
突

す
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
戦
い

の
最
後
に
訪
れ
る
地
上
１
２
０
m

か
ら
の
”
絶
叫
急
降
下
“。
腰
を

抜
か
し
か
ね
な
い
ほ
ど
の
リ
ア
ル

な
興
奮
覚
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、５

分
間
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
終
了

す
る
。

昨
年
は
４
月
に
「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ

ー
ト
４
―
Ｄ
ム
ー
ビ
ー
マ
ジ
ッ
ク
」、

同
６
月
に
は
「
シ
ュ
レ
ッ
ク
４–

Ｄ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
、こ
の
１
年
は

新
規
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
オ
ー
プ
ン

が
続
い
た
。
ま
た
、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
フ

レ
ン
ド
・
パ
ス
」
発
売
の
効
果
等
も

あ
っ
て
、昨
年
度
入
場
者
数
は
前

年
度
比
２
割
増
を
記
録
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
史
上
最
強
と

も
言
え
る
「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」の
登

場
で
、関
西
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
拠
点
と
し
て
、Ｕ
Ｓ
Ｊ
が
さ

ら
に
そ
の
人
気
を
高
め
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
が
、

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
中

心
、京
都
府
精
華
町
精
華
台
に
オ

ー
プ
ン
し
た
の
は
02
年
10
月
。そ
の

目
的
は
、年
々
増
加
す
る
蔵
書
に

よ
り
東
京
本
館
の
収
蔵
能
力（
約

１
２
０
０
万
冊
）が
ほ
ぼ
限
界
と
な

り
、新
た
に
大
規
模
な
収
蔵
施
設

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

た
た
め
。
ま
た
、近
年
の
急
速
な
情

報
通
信
技
術
の
発
展
に
対
応
し

た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
。

関
西
館
の
特
徴
は
、閲
覧
室
の

半
分
を
占
め
る
ア
ジ
ア
情
報
室
だ
。

ア
ジ
ア
関
係
の
専
門
書
や
雑
誌
な

ど
約
20
万
冊
を
収
蔵
す
る
。
そ
の

数
は
、国
内
最
大
級
だ
。

ほ
か
に
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

蔵
書
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
電
子

図
書
館
機
能
を
強
化
。
関
西
館
の

開
館
に
合
わ
せ
て
、明
治
期
の
刊

行
物
約
17
万
冊
を
電
子
化
す
る

「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

な
資
料
の
画
像
を
電
子
的
に
展

示
す
る
「
電
子
展
示
会
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、情
報
活
用
の

利
便
性
を
高
め
て
い
る
。

関
西
館
が
設
置
さ
れ
た
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
は
、21
世
紀

の
文
化
・
学
術
・
研
究
の
新
た
な
展

開
の
拠
点
作
り
を
目
指
す
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
94
年
の
街
開
き

か
ら
10
年
が
経
ち
、人
口
は
約
７

万
人
、研
究
者
４
千
人
強
（
03
年

４
月
）、研
究
機
関
も
松
下
電
器

産
業
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
、京
セ
ラ
な
ど
約
70

カ
所
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
学

研
都
市
に
と
っ
て
、大
型
情
報
提

供
施
設
で
あ
る
関
西
館
は
、ま
さ

に
「
知
の
一
大
拠
点
」
と
も
い
え

る
存
在
だ
。

「
収
蔵
図
書
は
年
間
約
20
万
冊

の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
将

来
、施
設
を
増
築
し
て
約
２
千
万

冊
を
収
蔵
可
能
に
す
る
予
定
。
関

西
館
に
蓄
積
さ
れ
た
学
術
情
報

を
研
究
者
・
学
生
、そ
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
の
方
々
に
も
っ
と
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、関
西
館
総

務
課
総
務
係
長
の
田
中
誠
氏
は

期
待
を
込
め
る
。

関
西
圏
の
活
力
源
と
言
う
べ
き
学

研
都
市
の
中
で
、関
西
館
は
着
実
に

そ
の
存
在
感
を
強
め
つ
つ
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

―
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
拠
点
へ

コ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
登
場

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は

地
上
1
2
0
m
か
ら
の

急
降
下

I N T E R V I E W
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1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン全域

踏査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年間に32

回、通算10年間以上にわたり南米への旅を重ねる。93年

からは、東アフリカで生まれた人類が、シベリア、アラスカ経

由で南米最南端まで行った旅路“グレートジャーニー”5万

キロを逆ルートでたどる旅に挑み、2002年2月に最終目的

地タンザニアへ到着。著書「インカの末裔と暮らす」文英

堂、「『原住民』の知恵」光文社知恵の森文庫など多数。

写真は全て本人による撮りおろし。

地 球 視 考

探
検
家
・
医
師

ペ
ル
ー
・
ア
マ
ゾ
ン
の
マ
チ
ゲ
ン
ガ

と
仲
良
く
な
っ
た
頃
、「
あ
な
た
は

ど
の
川
か
ら
来
た
ん
だ
い
」と
尋
ね

ら
れ
た
。彼
ら
は
、自
分
達
が
ペ
ル
ー

人
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
な

い
し
、私
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と

も
知
ら
な
い
。
彼
ら
は
川
を
一
つ
の

単
位
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。
自

分
の
住
ん
で
い
る
川
に
関
し
て
な

ら
ば
、ど
こ
に
行
け
ば
鳥
獣
が
い
る

か
、ど
こ
で
魚
が
取
れ
る
か
、ど
こ

に
薬
草
や
土
器
の
原
料
の
土
が
あ

る
か
な
ど
詳
し
く
知
っ
て
い
る
。
小

さ
な
涸
れ
た
沢
に
も
名
前
が
つ
い

て
い
る
。
だ
か
ら
、私
が
ど
の
川
か

ら
来
た
か
を
知
り
た
か
っ
た
の
だ
。

私
が
「
タ
マ
ガ
ワ
」
と
答
え
る
と
、

「
そ
こ
は
鳥
獣
や
魚
は
た
く
さ
ん
い

る
の
か
」
と
尋
ね
て
き
た
。「
少
し
は

い
る
け
ど
、こ
こ
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
ね
」

と
答
え
る
と
、哀
れ
み
の
眼
で
見
ら

れ
た
。
彼
ら
は
海
も
砂
漠
も
知
ら

な
い
。
地
球
が
丸
い
と
い
う
こ
と
も

知
ら
な
い
。
世
界
は
森
と
川
か
ら

で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
。

私
は
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
途

上
で
、マ
チ
ゲ
ン
ガ
と
同
じ
よ
う
に

私
た
ち
と
ま
っ
た
く
違
う
地
図
を

持
っ
た
人
と
出
会
い
た
い
と
思
っ
て

い
た
。そ
の
可
能
性
と
し
て
極
東
シ

ベ
リ
ア
を
考
え
て
い
た
。き
っ
と
デ
ル

ス
・
ウ
ザ
ー
ラ
み
た
い
な
人
が
い
る
に

違
い
な
い
と
思
っ
た
の
だ
。

デ
ル
ス
・
ウ
ザ
ー
ラ
は
１
０
０
年

ほ
ど
前
に
、探
検
家
ア
ル
セ
ー
ニ
コ

フ
の
極
東
シ
ベ
リ
ア
南
部
探
検
に

ガ
イ
ド
と
し
て
同
行
し
た
ナ
ナ
イ

族
の
猟
師
だ
。
彼
の
頭
に
あ
る
地

図
は
タ
イ
ガ
と
川
で
で
き
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

シ
ベ
リ
ア
も
ソ
連
時
代
に
は
優

遇
政
策
を
受
け
て
い
た
。
特
に
医

療
、イ
ン
フ
ラ
整
備
、教
育
に
お
い

て
目
覚
し
い
成
果
が
上
が
っ
た
。
文

盲
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
し
、頭
の
中

の
地
図
も
私
た
ち
と
ほ
ぼ
同
じ
に

な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、別
の
意
味
で
デ
ル
ス
は

健
在
だ
っ
た
。デ
ル
ス
は
父
か
ら
継

い
だ
銃
一
丁
で
す
べ
て
の
必
需
品
を

調
達
し
た
。
動
物
の
足
跡
を
見
て
、

そ
の
状
態
が
分
か
る
。
風
を
読
み
、

湿
度
を
感
じ
、気
象
の
変
化
を
予

測
す
る
。
厳
寒
の
戸
外
で
柳
の
枝

で
即
席
の
テ
ン
ト
を
組
ん
で
、毛
皮

一
枚
肩
に
羽
織
っ
て
寝
て
し
ま
う
。

私
が
チ
ュ
ク
チ
族
の
人
た
ち
と
犬
ぞ

り
の
旅
を
し
た
時
も
、彼
ら
は
そ

り
の
上
で
ス
ヤ
ス
ヤ
と
寝
て
い
た
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
、極
東
シ

ベ
リ
ア
へ
の
優
遇
政
策
は
終
わ
っ

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
給
料
の
未
払

い
数
年
と
い
う
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
。そ
れ
で
は
、人
々
は
ど

の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か
。
皆

が
デ
ル
ス
・
ウ
ザ
ー
ラ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
雪
上
車
が
壊

れ
て
も
、新
品
は
来
な
い
。部
品
も

来
な
い
。彼
ら
は
３
台
壊
れ
た
ら
１

台
は
部
品
を
取
り
出
す
た
め
に
潰

し
、２
台
を
生
か
す
の
だ
。そ
れ
で

も
燃
料
が
来
な
く
て
は
仕
方
が
な

い
。そ
こ
で
犬
ぞ
リ
が
復
活
す
る
。果

物
や
野
菜
が
届
か
な
く
な
る
と
、ツ

ン
ド
ラ
の
野
草
、ベ
リ
ー
類
、き
の
こ

を
採
集
す
る
。ク
ジ
ラ
漁
も
復
活
、

魚
や
野
生
動
物
を
と
っ
て
く
る
こ
と

で
サ
バ
イ
バ
ル
し
て
い
る
の
だ
。

話
を
戻
そ
う
。
あ
る
と
き
、ア
ル

セ
ー
ニ
コ
フ
探
検
隊
は
、戸
外
で
粗

末
な
小
屋
を
見
つ
け
て
休
憩
し

た
。デ
ル
ス
は
薪
と
樹
皮
と
マ
ッ
チ

を
持
っ
て
小
屋
に
入
っ
た
。ア
ル
セ

ー
ニ
コ
フ
は
、デ
ル
ス
が
小
屋
を
燃

や
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

止
め
よ
う
と
し
た
。

彼
は
黙
っ
て
ア
ル
セ
ー
ニ
コ
フ
に

一
つ
ま
み
の
塩
と
少
し
の
米
を
要

求
し
た
。
樹
皮
に
そ
れ
ら
を
丁
寧

に
包
み
、小
屋
に
吊
る
し
た
。ア
ル

セ
ー
ニ
コ
フ
が
「
ま
た
こ
こ
に
帰
っ
て

く
る
の
か
」
と
尋
ね
る
と
、デ
ル
ス

は
首
を
横
に
振
っ
た
。
次
の
訪
問

者
が
来
た
と
き
に
す
ぐ
に
焚
き
火

が
で
き
、食
事
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
の
だ
。

チ
ュ
ク
チ
族
の
人
た
ち
と
犬
ぞ

り
の
旅
を
し
た
時
も
、彼
ら
は
同

じ
よ
う
に
食
料
、薪
を
確
保
し
て

小
屋
を
立
ち
去
っ
た
。

Y o s h i h a r u  S e k i n o
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寺
澤

ま
ず
、統
合
に
取
り
組
ま

れ
た
当
時
の
状
況
認
識
と
統
合
の

狙
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

下
垣
内

統
合
を
考
え
始
め
た

当
時
は
、日
本
の
経
済
界
全
体
が

戦
後
シ
ス
テ
ム
の
制
度
疲
労
の
ピ

ー
ク
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
将
来

を
考
え
れ
ば
、個
別
企
業
と
し
て

の
問
題
以
前
に
、過
当
競
争
下
に

あ
っ
た
日
本
の
鉄
鋼
業
界
を
変
え

な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

い
う
強
い
閉
塞
感
の
中
に
あ
り
、

そ
こ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
大

き
な
決
断
が
必
要
だ
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。

99
年
の
暮
れ
に
川
崎
製
鉄
の

江
本
社
長
（
当
時
）に
お
会
い
し

た
際
に
、日
本
の
鉄
鋼
業
界
に
対

す
る
認
識
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

り
、こ
の
局
面
を
打
開
す
る
に
は
、

Ｎ
Ｋ
Ｋ
と
川
鉄
が
経
営
統
合
す
る

し
か
な
い
と
い
う
点
で
も
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ

う
し
た
認
識
の
一
致
が
最
初
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
統
合
が
実
現
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
澤

こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
統

合
に
し
て
は
、他
の
事
例
と
比
べ

て
も
、事
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
ん

で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

下
垣
内

よ
く
そ
う
い
う
指
摘
を

受
け
る
の
で
す
が
、私
と
し
て
は
、

02
年
９
月
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
発
足
ま
で
の
３
年
間
は
、

そ
れ
ほ
ど
迅
速
と
は
思
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

た
だ
、結
果
的
に
は
、そ
れ
で
よ

か
っ
た
の
で
す
。
社
員
を
説
得
し

て
、皆
が
同
じ
方
向
に
向
か
う
よ

う
に
す
る
こ
と
は
本
当
に
難
し

く
、時
間
が
か
か
り
ま
す
。
私
も

社
員
と
の
議
論
の
場
を
何
度
も

持
ち
ま
し
た
。
両
社
の
「
い
い
と
こ

取
り
」
を
し
よ
う
と
い
う
方
針
で

進
め
た
の
で
す
が
、３
年
と
い
う

時
間
は
、皆
が
ま
だ
名
前
す
ら
な

い
新
し
い
会
社
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

に
な
る
た
め
の
時
間
と
し
て
、ち

ょ
う
ど
良
い
長
さ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

寺
澤

統
合
後
、最
近
の
様
子
を
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※1 03年9月、自動車用
亜鉛めっき鋼板の合弁生
産で合意した。広州市に年
産40万トンの工場を建設、
06年４月までに生産を始
め、日系自動車メーカーの
現地工場を中心に高級鋼
板を供給する。

※2 鉄鉱石を溶融すると
きに出る非金属製の滓。

経
営
統
合
か
ら

１
年
を
経
て

２
０
０
２
年
９
月
の
旧
Ｎ
Ｋ
Ｋ
と
旧
川
崎
製
鉄
と
の
経
営
統
合
は
、

鉄
鋼
業
界
の
み
な
ら
ず
、日
本
の
産
業
界
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
出

来
事
だ
っ
た
。日
本
の
製
造
業
の
国
際
競
争
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
、

ま
た
鉄
鋼
業
界
に
お
い
て
は
、川
上（
鉄
源
）・
川
下（
自
動
車
業
界
）

と
も
に
寡
占
化
が
進
む
中
で
の
大
型
統
合
は
、そ
の
競
争
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、世
界
の
動
き
に
的
確
に
対
応
す
る
も

の
と
い
え
た
。

統
合
か
ら
１
年
を
経
て
、改
め
て
統
合
の
経
緯
、成
果
、今
後
の
展
望

等
に
つ
い
て
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
下
垣
内
社
長
に
聞
い
た
。

下垣内 洋一氏
JFE ホールディングス株式会社

社長

ト
ッ
プ
の
認
識
の
一
致
が

統
合
へ
の
第
一
歩

技
術
の
融
合
に
よ
る

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で

業
績
向
上

拝
見
し
て
い
ま
す
と
、業
績
、株
価
、

ま
た
世
評
の
点
で
も
非
常
に
成
果

が
出
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自

己
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

下
垣
内

お
互
い
に
や
ろ
う
と
決

め
た
こ
と
を
、ほ
ぼ
そ
の
通
り
に

実
行
し
た
結
果
と
し
て
、予
想
以

上
に
早
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
評
価
が

得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
我
々
の
成
し
遂
げ
た
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
は
、ほ
と
ん
ど
が
統
合
の

効
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、生
産
効
率
の
向
上
に
関

し
て
は
技
術
の
融
合
の
面
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
鉄
の
生
産
は

ノ
ウ
ハ
ウ
の
塊
で
す
か
ら
、互
い
の

プ
ロ
セ
ス
技
術
の
い
い
と
こ
ろ
を

取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

も
、実
際
に
そ
の
設
備
を
動
か
し

て
い
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
入
れ
替
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、融
合
を
一
層

早
く
進
め
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

我
々
の
一
番
の
強
み
は
技
術
で

す
か
ら
、技
術
を
使
っ
た
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
目
指
す
べ
き
で
す
。こ
れ

が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、こ

れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
違
う
形
で
業

績
が
あ
が
っ
て
い
る
最
大
の
理
由

で
す
。Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
企
業
理

念
で
「
世
界
最
高
の
技
術
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
謳
っ
て

い
ま
す
が
、経
営
統
合
の
一
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
技
術
で
す
。
今
も

Ｒ
＆
Ｄ
の
分
野
に
は
力
を
入
れ
て

い
る
つ
も
り
で
す
。

寺
澤

中
国
を
は
じ
め
と
し
た
海

外
戦
略
に
つ
い
て
、ポ
イ
ン
ト
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

下
垣
内

私
は
よ
く
「
ホ
ー
ム
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
ア
ジ
ア
だ
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、今
後
は
そ
う
考
え
て

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、鋼
材
需
要
が
今
、爆
発
的
に

伸
び
て
い
る
の
は
ア
ジ
ア
で
あ
り
、

そ
の
中
心
は
中
国
だ
か
ら
で
す
。

中
国
は
「
世
界
の
工
場
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、同
時
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
見
る
べ
き
で
す
。

そ
の
場
合
、日
本
の
製
鉄
所
も

利
用
し
な
が
ら
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
狙
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

「
上
流
」
を
日
本
、「
下
流
」
を
海

外
と
い
う
垂
直
的
分
業
体
制
が
ベ

ス
ト
の
選
択
で
す
。
我
々
の
設
備

で
「
上
流
」
と
は
ホ
ッ
ト（
熱
間
圧

延
）ま
で
を
指
す
の
で
す
が
、実
は

産
業
イ
ン
フ
ラ
と
も
言
え
る
そ
こ

ま
で
の
投
資
が
大
き
い
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、最
終
的
に
は
そ
こ
ま

で
そ
の
設
備
を
活
か
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
の
で
す
。

「
下
流
」
は
内
需
の
減
少
に
合

わ
せ
て
多
少
は
減
ら
し
て
い
っ
て

も
仕
方
が
な
い
。だ
が
、「
上
流
」
は

頑
張
り
た
い
。
そ
う
し
て
日
本
で

の
生
産
量
は
一
定
を
維
持
し
、全

体
と
し
て
う
ま
く
や
っ
て
い
き
た

い
。
広
州
鋼
鉄
と
の
合
弁（
※
１
）

も
、ま
さ
に
そ
う
い
う
狙
い
に
基
づ

い
た
も
の
で
す
。

寺
澤

日
本
で
し
か
で
き
な
い
施

設
や
技
術
を
活
用
し
て
、中
国
と

の
円
滑
な
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ

と
は
最
も
大
事
で
す
が
、そ
の
一

方
で
、技
術
移
転
の
問
題
も
避
け

て
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

下
垣
内

あ
る
程
度
の
技
術
流

出
は
避
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

我
々
の
売
り
は
技
術
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
躊
躇
し
た
ら
中
国
に
は
出

て
い
け
ま
せ
ん
。
割
り
切
る
た
め
に

は
、常
に
次
の
新
し
い
技
術
を
開

発
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い
う

風
に
回
転
さ
せ
て
い
か
な
い
と
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

寺
澤

鉄
鋼
業
は
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
消
費
す
る
産
業
と
言
わ

れ
ま
す
が
、実
は
、ス
ラ
グ（
※
２
）は

海
外
展
開
の
鍵
は

垂
直
分
業
の
実
現

日
本
の
製
造
業
の

優
位
性
は
環
境
に

配
慮
し
た
モ
ノ
づ
く
り

T O P  I NTERVI EW

トップ・インタビュー

JFEグループの 
製鉄所の再編状況 

西日本製鉄所 

旧水島製鉄所 
旧福山製鉄所 

知多製造所 

東日本製鉄所 

旧京浜製鉄所 
旧千葉製鉄所 

セ
メ
ン
ト
の
原
料
に
な
り
資
源
の

無
駄
が
な
い
、あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
何
回
も
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な

ど
、環
境
に
配
慮
し
た
経
営
を
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

下
垣
内

環
境
に
配
慮
し
て
鉄

を
作
る
と
い
う
意
味
で
は
、日
本

は
世
界
一
で
す
。
鉄
鋼
で
な
く
て

も
日
本
の
製
造
業
は
、世
界
の
中

で
は
リ
サ
イ
ク
ル
も
含
め
て
環
境

に
や
さ
し
い
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
た
技
術
を
も

っ
と
活
か
し
な
が
ら
、日
本
で
た
く

さ
ん
の
も
の
を
造
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

寺
澤

Ｊ
Ｆ
Ｅ
と
は
、
日
本

（Japan

）の
鉄（F

e

）と
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ（E

）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、日
本
を

代
表
す
る
未
来
志
向
の
企
業
グ
ル

ー
プ
、Japan

Future
E
nterprise

の
略
と
も
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。

貴
社
の
経
営
は
、そ
の
名
の
通
り

の
目
標
を
着
実
に
実
現
し
つ
つ
あ

る
と
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

本
日
は
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日本政策投資銀行　副総裁　

寺澤 則忠

聞き手
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そ
の
と
き
、私
は
身
体
の
震
え

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
買
っ
た
ば
か

り
の
十
年
物
国
債
、指
標
銘
柄
の

現
物
価
格
は
、私
が
買
っ
た
あ
と

ま
も
な
く
、じ
り
じ
り
と
値
下
が

り
し
て
い
っ
た
か
ら
だ
。

買
っ
た
金
額
は
十
億
円
で
、当

時
の
取
引
額
と
し
て
は
最
少
単
位

だ
。
米
国
系
銀
行
で
駆
け
出
し
の

債
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
っ
た
私
が
、リ

ス
ク
を
取
っ
て
、初
め
て
自
分
の
判

断
で
売
買
を
し
た
日
の
こ
と
。い

ま
か
ら
、も
う
ふ
た
昔
近
く
も
前

に
な
る
だ
ろ
う
か
。

手
の
ひ
ら
に
は
じ
っ
と
り
と
汗

が
に
じ
み
、胃
の
あ
た
り
を
、突
き

上
げ
る
よ
う
な
痛
み
が
走
る
。

な
ん
と
か
下
げ
止
ま
っ
て
ほ
し

い
。
願
わ
く
ば
、少
し
で
も
買
っ
た

価
格
ま
で
戻
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な

祈
る
よ
う
な
思
い
と
は
裏
腹
に
、

価
格
は
さ
ら
に
値
下
が
り
を
続

け
、永
遠
に
止
ま
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
さ
え
、私
に
は
思
え
た
。
生

涯
最
初
の
国
債
の
デ
ィ
ー
リ
ン
グ

は
、目
を
覆
い
た
い
ほ
ど
の
損
失
の

記
録
を
更
新
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

頭
の
な
か
は
真
っ
白
に
な
り
、パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
私
は
、冷
静
な
判

断
力
を
失
っ
て
い
た
。
す
べ
て
を
捨

て
て
、そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
い

衝
動
に
か
ら
れ
な
が
ら
も
、目
だ

け
は
、刻
々
と
変
化
す
る
モ
ニ
タ
ー

画
面
の
数
字
に
釘
付
け
だ
っ
た
。

そ
ん
な
私
に
、米
国
人
の
ボ
ス
は

言
っ
た
。

「H
ave
fun
!

楽
し
む
ん
だ
よ
」

私
は
ハ
ッ
と
し
て
、ボ
ス
の
顔
を

見
た
。こ
ん
な
と
き
で
さ
え
、い
や
、

こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、よ
け
い

に
楽
し
む
心
を
持
て
と
い
う
の
だ
。

そ
の
言
葉
は
電
流
の
よ
う
に
私
を

貫
い
た
。
そ
し
て
、や
っ
と
冷
静
さ

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
っ
て
、こ

の
コ
ラ
ム
で
リ
ス
ク
を
テ
ー
マ
に
書

い
て
き
た
が
、今
回
は
、リ
ス
ク
を

楽
し
む
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

リ
ス
ク
を
楽
し
む
、な
ど
と
書
い

た
り
す
る
と
、な
か
に
は
、そ
ん
な

バ
カ
な
と
、首
を
傾
げ
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。リ
ス
ク
と
い
う
言

葉
に
は
、「
危
険
」や「
損
失
」な
ど
、

否
定
的
な
も
の
を
連
想
さ
せ
る
イ

メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
つ
き
ま
と

う
の
で
、楽
し
む
な
ど
と
い
う
行

為
と
は
、無
縁
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
あ
る
。

だ
が
、市
場
だ
け
で
な
く
、ど
ん

な
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ー
ン
で
も
、あ
る
い

は
人
生
そ
の
も
の
で
も
そ
う
だ
と

思
う
が
、リ
ス
ク
を
管
理
し
、リ
ス

ク
を
生
か
し
、そ
し
て
リ
ス
ク
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、こ
れ
以
上

力
強
い
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、な
ぜ
リ
ス
ク
を
楽
し

む
こ
と
が
難
し
い
か
。
そ
れ
は
、や

り
直
し
が
き
か
な
い
と
、考
え
る

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
っ
た
一
度
き
り
の
挑
戦
で
、失

敗
が
許
さ
れ
な
い
、完
璧
に
勝
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら

こ
そ
、誰
も
が
不
安
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
、リ
ス
ク
を
避
け
た
く
な
っ
て

く
る
。

リ
ス
ト
ラ
や
転
職
も
し
か
り
だ

が
、試
行
錯
誤
が
奨
励
さ
れ
な
い

環
境
や
、敗
者
を
尊
敬
し
な
い
社

会
で
は
、失
敗
す
る
こ
と
を
な
に

よ
り
恐
れ
て
、挑
戦
す
る
こ
と
自

体
を
や
め
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、成

功
で
き
な
か
っ
た
他
者
へ
の
批
判
に

の
み
偏
り
、な
に
ご
と
も
後
ろ
向

き
に
な
り
が
ち
だ
。

こ
の
と
こ
ろ
、日
本
経
済
を
取

り
巻
く
環
境
は
、驚
く
ほ
ど
好
転

し
て
き
た
。
少
な
く
と
も
、目
や
耳

に
す
る
経
済
指
標
や
、数
字
的
な

」

「

も
の
に
は
、予
想
以
上
に
好
感
す

べ
き
も
の
が
多
い
。

こ
の
回
復
の
芽
を
、国
民
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
生
活
の
な
か
で
実

感
で
き
、享
受
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
を
祈
る
ば
か
り
だ
が
、そ
の
た

め
に
も
、リ
ス
ク
を
楽
し
め
る
ほ
ど

の
頼
も
し
さ
を
備
え
、世
界
に
向

け
て
勝
ち
に
行
け
る
よ
う
な
、人

材
や
企
業
が
増
え
る
こ
と
を
、心

か
ら
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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作
家

中堅企業等が行う技術開発は、日本モノづくりの競争力
の源泉と言えます。
平成16年2月24日、ＤＢＪは、地域金融機関等と連携して

地域中堅企業等が行う技術開発成果の事業化をサポート
すべく、本店及び関西支店に「技術事業化支援センター」を
開設しました。

ＤＢＪでは、技術事業化支援センターを通じて中堅企業等
によるモノづくり機能を強化し、地域の「新産業創造」を支援
して行きたいと考えています。

中堅企業が行う技術開発成果の事業化をお手伝い

平成16年度投融資計画が決定

技術アドバイザー 
との独自 
ネットワーク 

全国取引先 
企業との 
ネットワーク 

国・地域・ 
大学との 
ネットワーク 

技術を事業化 
しようとする 

地域の中堅企業等 

地域金融機関等 

技術事業化計画 
の評価 

DBJのネットワーク 

審査ノウハウ 
● 新技術開発融資 
● ベンチャー企業融資 

● 知的財産権担保融資 
● 新株引受権付融資 
● エクイティ投資、M&A

金融ノウハウ 

DBJのノウハウ 

・市場動向調査 
・技術動向調査 

技術事業化に関する 
コンサルティング 

・経営戦略、事業化計画の策定支援 
・資金調達のご相談 等 

技術事業化支援センター 

融資相談 ● 1 依頼 ● 2

● 3● 3

DBJ News & Topics

平成15年12月24日、ＤＢＪは、平成１６年度投融資計画を取りまとめました。

■ 投融資規模は11,780億円

民間金融機関と協調しつつ、真に政策的に必要な分野に資
金供給を行うべく、平成１６年度の投融資規模は前年度当
初計画と同額の１１，７８０億円を確保しました。

■「地域・環境・技術」を投融資の三大重点分野に

喫緊の政策課題である地域・環境・技術に対応すべく、関連
する分野の投融資制度を重点的に強化しました。

［主な取り組み強化事項］

■ 財政融資資金からの借入を縮減
調達計画では、財政融資資金からの借入を前年度当初計
画比▲260億円の5,770億円とし、依存度を一層引き下げま
した。

■ 当センターの業務の流れは以下の通りです。

●1 技術指向型の中堅企業等が技術開発成果の事業化プラ
ンを作成し、メインバンクとなる地域金融機関等へ相談

●2 地域金融機関等を通じてＤＢＪの「技術事業化支援セン
ター」へ依頼

●3 当センターが、技術の市場性・事業化計画の評価、ビジネ
スプランの策定支援（経営戦略・事業計画の見直しサポ
ート、事業資金調達の相談等）を実施

ご相談・お問合せは
技術事業化支援センター（本店） q 03-3244-1470

（関西支店）q 06-6345-6630

「技術事業化支援センター」を開設

・地域再生を支援するファンドへの出資を推進

・地域金融機関との連携による中堅企業への支援強化

・環境スコアリングシステムを活用した環境配慮型企業を支援
する融資制度の創設

・高度な技術力や独自ノウハウを持つベンチャー・中堅企業等
による新産業分野への進出を支援する融資制度の創設

・流動化の手法を活用し、知的財産（特許権、著作権等）の有
効活用を促進する融資制度の創設

地域

環境

技術

●設　立 平成11年10月1日 
●資本金   1兆1,942億円（2004年3月末現在） 
●総　裁 小村　武 
●業　務 1. 長期資金の供給等（出融資、債務保証等） 
 2. プロジェクト支援 
 3. 情報発信 
 

●投融資等残高 15兆9,876億円（2003年3月末） 
●職員数 1,370名（2003年度） 
●国内ネットワーク 本店：東京／10支店：北海道（札幌）、東北（仙台）、新潟、北陸（金沢）、東海（名古屋）、関西（大阪）、 
 中国（広島）、四国（高松）、九州（福岡）、南九州（鹿児島）／8事務所：函館、釧路、青森、富山、松江、 
 岡山、松山、大分 
●海外ネットワーク 6海外駐在員事務所：ワシントン、ニューヨーク、ロンドン、フランクフルト、 
 ロサンゼルス、シンガポール 
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